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論 文 内 容 の 要 旨 
【目的】Type 1 GF receptor tyrosine kinase familyに属するHER2/Neuを前立腺癌細胞株にoverexpression











【結論】HER2/NeuがARの転写活性、リン酸化に強く関係することが示された。またType 1 Growth Factor Receptor 
Tyrosine Kinase阻害剤は、これらを抑制し治療に有効な薬剤である可能性が示唆された。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
【目的】Type 1 growth factor receptor tyrosine kinase familyに属するHER2／Neuを前立腺癌細胞株に過剰
発現させ、androgen receptor（AR）の転写活性、リン酸化に及ぼす影響を調べるとともにepidermal growth 




を用いてWestern blot法にて解析した。さらにARのdeletion mutantを作成し、これを用いてreporter assay
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【結論】HER2/NeuがARの転写活性、リン酸化に強く関係することが示された。またtype 1 growth factor receptor 
tyrosine kinase阻害剤は、これらを抑制し治療に有効な薬剤である可能性が示唆された。前立腺癌治療におけ
る本研究の意義は極めて大きく、博士（医学）の学位を授与するに値すると判定した。 
 
 
